
〔タイトル背景〕左：オカトラノオ（栗野町稲葉崎）　中央：ニホンアカガエル幼生（川内市平佐町）　右：ナナホシテントウ（郡山町八重）
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なんとかなんとかVol.10Vol.10 まできました。まできました。
今回は別紙特集もあり。これからも楽しい情報誌を目指します。今回は別紙特集もあり。これからも楽しい情報誌を目指します。

　ゲンゲというのが和名ですが、一般にはレンゲあるいはレンゲソウ

と呼ばれています。名前の由来は、紅紫色の花が車輪状に並んでいる 

姿がハス（蓮華）に似ていることからです。昭和４０年代頃までは、 

稲刈りの終わった水田にレンゲの種をまき、春にはレンゲのお花畑の

ようになった風景が多く見られました。

根粒菌：マメ科植物の根に根粒を作って共生する細菌で、空気中の窒素を植物が養分と 
　　　　して利用できるアンモニアの形に変える。

左写真：ゲンゲの種子。マメ科なので、ちゃんとマメができます。

　水田にレンゲの種をまくのは、マメ科植物特有の根粒菌により空気

中の窒素を養分として利用できる形に変えることと、レンゲをそのま

ますき込んで緑肥として利用するためです。しかし、近年では化学肥 

料の普及によりレンゲの咲く水田は激減しました。

　またレンゲ蜜は、日本の蜂蜜の代表とも言われ、味には上品なコク

があり、色も淡い黄金色のため、蜂蜜の王様と言われています。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（角 成生）
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